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約半年後から開始された。筆者が A 氏にインタビューを実施したのは、一時保護から約 9
年後である。B氏は 30歳代で保育所と小学校に通う子ども 2人を伴い、一時保護となった。
夫からは主として経済的暴力を受けてきた。B 氏も約 1 か月を Z 施設で過ごした後、自費












































第 3章 結果と考察：A氏のケース 







A 氏の結婚生活は約 3年である。夫から DV を受け、Z施設での一時保護を経て Y市へ
転居し、インタビューに至るまでの約 12年の過程を、A氏の生活環境の変化を軸に 5つの











研究や調査報告も引用した。本文中では、カテゴリーを【  】、サブカテゴリーを≪  ≫、









































































































第 4章 結果と考察：B氏のケース 








容は、B 氏のシェルター退所後の困難と切り離せるものではなく、より深く B 氏の困難を
理解するために必要であると判断し、分析の対象とした。 
 B氏の結婚生活は約 10年である。夫から経済的暴力を受け、Z施設での一時保護を経て、
W 市へ転居後生活保護を受けてから辞退に至るまで過程を、B 氏の体験を軸に 4つの期間
をそれぞれ節に分けて記述した。第 1節は一時保護に至るまでの【規範の呪縛（に生きる）】

















































































































第 5章 総合考察 




第 1節 生活再建の過程における困難の様相 
第 1節では A氏（第 1項）と B氏（第 2項）、それぞれの生活再建の過程における困難





























第 2節 自立生活を（回復を）阻害する要因 
第 2節では被害者の自立生活を（回復を）阻害する、あるいは促進する要因について検討


























第 3節 アフターケアの課題 
第 3 節では、第 1項で従来のアフターケアを振り返り、第 2項で当事者が抱える困難と
阻害要因に対する支援のあり方を考察した。 
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